
省エネ・環境教育推進事業講師派遣委託業務 実施報告書 

(環境教育(ごみ分別)出前講座) 
 

                                                   

 実施日 ２０２０年 8月 28日（金） 13：55～14：４０ 

 業務分類 ごみ処理教育（ごみ分別ゲ－ム 等） サポ－ト業務  講師派遣業務 

 対象 宇部市立 上宇部小学校  場所  体育館 

 対象者 4年生 人数 4 クラス 123名 

 学校側担当者 所 先生 他３名 

 実施者 

 （団体名及び氏名） 

講師 UNCCA 太田、支援者：松井(UNNCCA)  

立会者 宇部市廃棄物対策課 門田様 小山様、環境政策課 荒木様、冨嶋様 

     

  実 施 内 容 

 

 （1）ゴミ分別ゲーム 機材準備作業  

 （2）ゴミ分別ゲーム実施         

 （3）ゴミ分別ゲ－ム採点 

 （4）機材後片付け・運搬  

 【講座実施状況】 

① 授業は４年生 123名を対象にして以下の

通り環境（ごみ分別）教育を実施した。 

② パワ－ポイント資料により宇部市のごみ処理、 

及び分別方法の概要を説明し、分別・リサイクルの重要性を説明（授業）した。 

③ 上記の教育講座と並行して、宇部市が実施し

ている 9種類の分別方法を表示した箱と表示

板及びゴミの名前が書かれたゴミ名称札を配

備して準備した。 

④ パワーポイントによるごみ分別の学習の後、4

組に分かれてマット上に裏返しに置かれたご

み名称札（例えば蛍光灯）を分別箱の中に正

しく分類して入れるゲ－ムを行った。 

⑤ ３５枚のゴミの名前が書かれたカ－ドが正しく分類されたか復習を兼ねて答え合

わせを行いもう一度学習した。 

⑥ “Reduce”の説明時に 7月からスタ－トしたレジ袋有料化について説明した。 

⑦ 先生を通じて、正答表を全員に配布し、帰宅後に家庭で再度学習するように依

頼した。 
  ☆今回の正解数及び正解率  

     1組（赤）    17／35＝48.6%   2組（黄）21／35=＝60.0％ 

     3組（青）    28／35＝80.0％  4組（緑）26／35＝74.3％ 

                 

 

  備   考 

  感想・反省 

 

① 新コロナ対策及び熱中症の対応で体育館を全開放し、扇風機３台を稼働させての 

授業となった。生徒達は、先生の指導の元に体育館一杯に十分に間隔を開けて、 

着座し、マスク着用、水筒持参の形で行われたが、館内の暑気を考慮し、授業の中

間時点のゲ－ム開始前に休憩を兼ねた（予定外の）水分補給タイムが取られた。 

② 3組の正解率が 80％と優秀であった。 

③ 猛暑日に４年生全員が集合した教育となったが、途中休憩、水分補給なども取り入れ

られて恙無く授業は終了した。（９月一杯は、コロナと熱中症の両対策が必要か） 

 

 

UNCCAによるゴミ処理の説明 

ごみ分別ゲーム風景 


